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ふれまちだより発行日変更のお知らせ 

このほかにも、ドラえもんグッズも取り扱っています！！ 

電話番号  

 

ご寄付をいただきました 
ご寄付は大野地域の福祉事業に活用させていただきます。 

ありがとうございました。（1 月１１日～3 月１０日受付分) 

【一般寄付】                 【香典返し】 

中村 政子様 （地域福祉のために）  大西 哲 様 (故 大西 久雄 様) 

匿名 （障がい児の             匿名   １ 件 

手助けのために） ２ 件   

匿名 (大野地域の福祉向上のために) 

 

ふ
れ
あ
い

「
相
談
員
」
が
生
活
上
の
悩
み
事
や
困
り
ご

と
・
介
護
の
悩
み
等
を
お
聞
き
し
、
相
談
に
乗

る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
相
談
機
関
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。 

☆

心
配
ご
と
相
談 

(

毎
週
木
曜
日) 

４
月 

２
日 

・ 

９
日 

・ 

１６
日 

・ 

３０
日 

大
野
東
市
民
セ
ン
タ
ー 

２３
日 

５
月 

７
日 

・ 

１４
日 

・ 

２１
日 

大
野
東
市
民
セ
ン
タ
ー 

２８
日 

６
月 

４
日 

・ 

１１
日 

・ 

１８
日 

大
野
東
市
民
セ
ン
タ
ー 

２５
日 

※
大
野
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
。  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

☆ 

認
知
症
介
護
相
談 

(

第
４
火
曜
日) 

４
月
２８
日 

・ 

５
月
26
日 

・ 

６
月
２３
日 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

大
野
支
所
３
階 

13
時
～
16
時 

 

５
５-

３
２
９
４ 

市
社
協
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
会
費
・
寄
付
金
・
共
同
募
金
を
活

用
し
、
地
域
で
使
え
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
グ
ッ
ズ
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
や

区
の
行
事
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
事

業
所
な
ど
へ
貸
し
出
し
て
お
り
、
「
サ

ロ
ン
が
盛
り
上
が
っ
た
」
「
体
を
動
か

し
た
い
と
き
に
役
立
っ
た
」
な
ど
、
好

評
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

年
１
回
程
度
、
レ
ク
グ
ッ
ズ
体
験
会

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
「
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
カ
タ
ロ
グ
」
も
作
成

し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
の
催
し
や
事
業

所
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
困

り
の
際
は
、
市
社
協
大
野
事
務
所
へ
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

人
気
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ 

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！ 

大型ジェンガが 1セット 

追加されました  

お金釣りゲームの釣り竿を 

新調しました  

福
祉
車
両
の
貸
出
し 

車
い
す
の
貸
出
し 

市
社
協
で
は
、
身
体
上
の 

障
が
い
な
ど
で
一
般
車
両 

で
は
移
動
が
困
難
な
人
に
対
し
、 

旅
行
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど

の
外
出
時
に
福
祉
車
両(

ス
ロ
ー
プ
式
、

乗
車
定
員
６
人)

の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。
２
台
の
車
イ
ス
を
乗
車
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
快
適
な
外
出
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
車
い
す
の
貸
し
出
し
も
行
な

っ
て
お
り
ま
す
（
最
大
一
か
月
）。
市
在

住
者
で
緊
急
一
時
的
に
車
い
す
が
必
要

な
人
、
車
い
す
体
験
等
、
学
校
や
地
域
に

お
け
る
諸
行
事
で
必
要
と
す
る
、
入
院
先

の
病
院
、
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
福
祉
施

設
等
か
ら
一
時
帰
宅
す
る
、 

旅
行
、
レ
ク
等
で 

使
用
す
る
時
も 

貸
出
対
象
で
す
。 

 

3 月 7 日、第 45 回大野地域福祉推

進研究協議会を開催し、ひろしまNPO

センター理事の増田勇希さんを講師に

お迎えして、災害時の地域のつながり

について学びました。 

会場では、「皆さんの住む地域で地

震や水害、土砂崩れが起きたらどうす

る？」という問いかけから、 

・避難についての不安 

・被災後の生活再建や復旧・復興で

心配なこと 

・災害に備えて、個人や地域でどん

な準備をしているか 

増田さんは、外部とつながり協力し合う力を『受授力（じゅじゅりょく）』と

表現され、「支援を受けることも、支援を授けることも大切にしながら、地域

の力を伸ばしていく」という姿勢が、復旧・復興を大きく前に進めると話さ

れました。 

講演では、増田さんが能登半島地震の状況をはじめ、日常のつながりが

そのまま災害対応につながった具体的な事例を紹介されました。 

能登では、近所同士のつながりを頼りにビニールハウスで避難生活を続

けた方や安心できるママ友同士でガレージにグループ避難を行なった子育

て世帯など、日常の関係性が“命を守る行動”に結びつく場面が多数見られ

たとのことです。 

また、地域の声を受け、移動薬局の開設や自主避難所の立ち上げなど、

行政だけでは生まれにくい柔軟な支援が実現しました。住民同士のつながり

が、外部支援者や NPO を呼び込み、支援の広がりを生む土台になっていた

そうです。 

 

最後に、被災地で語られた「あの人が声をかけてくれたから助かった」と

いう言葉が示すように、日ごろの小さな声かけやちょっとしたおせっかい

は、非常時に命を守る大きな力へとつながります。日常の関わり合いこそ

が、いざというときに人を支え、地域全体の力となることを改めて実感させ

られました。 

さらに、避難生活の不安を和らげるためのメンタルケアシートの活用や、

地形に応じた備蓄の重要性（水の確保など）についても学び、地域の特性

に合わせた防災の大切さを再確認しました。 

ふれまちだよりは令和８年度から年４回発行にリニューアル！ 

内容を強化してお届けします！！ 

発行予定：夏号(７月上旬)/秋号(１０月上旬)/冬号(１月上旬)/春号(３月末) 

高齢者等移送サービス事業終了のお知らせ 

長年ご利用いただいた「高齢者等移送サービス事業」は、令和８年３月

をもって終了いたしました。長年のご利用ありがとうございました。 

など、参加者全員で考え合う時間もあり、身近な視点から災害への備え

を見つめ直す契機となりました。 

今回の研修で得た気づき

や学びを、これからの地域づ

くりにしっかりと活かし、『気

になる』という個々の思いを

一歩進めて、『気にかけあう』

温かい関係づくりを深めて

いきたいと考えています。住

民同士が互いを見守りささ

えあうことで、災害に強く、安

心して暮らせる大野のまちを

一緒に築いてまいります。 

 
日ごろのつながりの場と防災の備えの

大切さを改めて共有する場となりました 

「受授力」を語る 

講師の増田 勇希さん 


